
大戦景気

貿易

輸入超過　→　輸出超過へ
綿糸・綿織物の輸出急増
11億円の債務国(1914年)　→　27億円の債権国(1920年)に
※　鈴木商店の総合商社化

金融 金輸出　禁止　(1917年)　→　イギリス以外のヨーロッパの国、アメリカにならう。

海運
世界第三位の海運国へ　→　船成金を生む。
→世界的な船舶不足。日本の海運業と造船業は活況に。造船トン数は戦前の12倍。

鉄鋼業
八幡製鉄所の拡張
満鉄の鞍山製鉄所の設立(1918)

化学工業大戦中のドイツからの輸入減少　薬品・染料・肥料の国産化

電力業
工業用動力源：蒸気力から電力へ(水力発電へ)
※福島県(猪苗代・東京)間の長距離送電に成功

大戦景気の結果
工業発展　→　工業生産額が農業生産額を追い越す(1918年、重化学業の比重30％
輸入超過(1919年)　→　大戦恐慌へ(1920年)

他にどのような結果が起こったのだろうか？考えてみましょう。



政党内閣の成立

吉野作造が【　　　　　　　　　　】を提唱(『中央公論』1916年)
　　　　・論文：「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」
　　　　・主張：政党内閣制と普通選挙
【　　　　　　　　　　　　　　】の高まり　→　政治の民主化を求める国民の声が高まる。

原 敬　内閣(1918～1921)本格的政党内閣　・・・〈はじめての政党内閣は誰の時？〉
　
　・衆議院第一党(1917、総選挙)　立憲政友会総裁　衆議院議員〈平民宰相〉とよばれる。
　・政党内閣：陸・海・外相以外全閣僚を立憲政友会から
　・積極政策・・・(高等教育の充実・鉄道の拡充・国防充実・産業振興)　→　四大政綱
　　1918年　大学令　公布
　　　　　　　　→改正〈　　　　　　　　　　　　　〉公布
　　　　　　　　→慶應義塾大学・早稲田大学を私立大学として設立認可
　　　　　　　　→明治・法政・中央・日本・國學院・同志社など設立認可　→他にも調べてみよう。

　　1919年　選挙法改正(直接国税〈　　〉円以上・小選挙区制導入
　　　　　　 　　【　　　　　　　　　】会議参加(日本全権：【　　　　　　　　　　　　　】・牧野伸顕

　　1920年　野党 憲政会の普通選挙法案提出→議会解散
　　　　　　　　→普選運動が全国的に盛り上がり、国会の内外に波及
　　　　　　　　　普選を求め、東京で数万人が大示威行進や集会を行う。野党は男子普通選挙法を
提出
　　　　　　　　　　政府は時期尚早と判断し拒否。衆議院を解散。
　　　　　　　　　　　→1925 加藤高明内閣の普選法成立まで待つこととなる。
　　　　　　　　→解散総選挙(第14回)　積極政策を公約→立憲政友会圧勝
　　　　　　　　　　選挙結果　→　(立憲政友会278、憲政会110、立憲国民党29、無所属47)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　戦後恐慌による積極政策の挫折・汚職事件の続発
　　1921年　首相暗殺　･･･　政党政治の腐敗に憤激した一青年に【　　　　　　】駅で刺殺される。

　○対外関係
　　　・三・一独立運動が起こる。(1919)→〈朝鮮総督の任用範囲を文官に拡大(実例なし)〉
　　　・ヴェルサイユ条約調印(1919)
　　　　新渡戸稲造が国際連盟事務局次長に就任

高橋 是清　内閣(1921～1922)・・・原敬暗殺後成立。内部対立で総辞職。　
　・立憲政友会総裁
　　1921～1922　【　　　　　　　　　　　　　　　】参加(日本全権：加藤友三郎・幣原喜重郎・徳川家達

加藤 友三郎　内閣(1922～1923)･･･海軍大将。在任中に病死。
　・非政党内閣(立憲政友会支持)、陸相　山梨半造(陸軍6万人の削減＝山梨軍縮を実施
　　1922年　シベリアから撤兵。ワシントン海軍軍縮条約の実施。




